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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

ア 

新学習指導要

領に即した生

徒の基礎的な

学力及び技術･

技能の定着を

図る実践 

･基礎力診断テストにお

いて学年の 50％以上が

学習到達度 C1以上。 

○「テスト等目標を立 

てて取り組んでいる」 

と答えた生徒は 

80.3％、保護者は 

78.5％であった。 

学年別 

①生 徒 80.4％ 

 保護者 76.1％ 

②生 徒 84.5％ 

 保護者 78.5％ 

③生 徒 76.3％ 

  保護者 81.4％ 

○基礎学力診断テス

ト、実力診断テストＣ

１以上 

１回目 

１年生 32.9％ 

２年生 25.1％ 

３年生 33.9％ 

２回目 

１年生 35.7％ 

２年生 36.8％ 

Ｂ 

○１回目より２回目

の上位層(Ａ)が増え

た。基礎力診断テス

トの結果を利用して

学力を伸ばしたい。 

○目標値には届いて

いないが、１回目と

比較し成績は向上し

ている。引き続き関

係部署と連携し、対

策を講じていく必要

がある。 

 

･観点別評価のルーブリ

ックを踏まえた授業及

び評価を実践している

教員 100％。 

･「各授業の目標がはっき

りしている」と答える生

徒 80％以上 

･卒業時の生徒の国家資

格･試験における取得･

合格者率 55％以上 

○「観点別評価を踏ま 

えた授業及び学習評価 

を実践している」と答 

えた教員は 87.0％であ 

った。 

○「各授業の目標がは 

っきりしている」 

学年別 

①生徒  89.5％  

②生徒  87.2% 

③生徒  85.3% 

学校全体 

 生徒  87.2% 

○国家資格・国家検定

における取得合格率は

41.2％であった。 

Ａ 

○87.0％の教員が観

点別評価を踏まえた

授業及び学習評価を

実践していると回答

した。昨年度までの

研修の成果だと考え

られる。ただ、目標

値に届いていないた

め、ルーブリックに

ついて今後も情報提

供を行う等の方策を

講じていく必要があ

る。 

○授業の目標がはっ

きりしていると回答

する生徒が、各学年

80％を超えており、

教材研究の結果が一

定程度結実したもの

と考える。ただ、学

年が上がると割合が

低下するため、その

原因について検証す

る必要がある。 

○国家資格・国家検

定の取得・合格率は   

41.2％で目標を達成



  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

できなかった。今後

合格発表されるもの

を含めると目標達成

の見通しであり、各

科における指導が成

果を上げている。 

･「授業のある日は授業以

外で１時間以上学習に

取り組んでいる」と答

える生徒 80％以上。 

○「授業のある日は授

業以外で１時間以上学

習に取り組んでいる」

と答えた生徒が 57％で

あった。 

１年生 66.4％ 

２年生 56.1％ 

３年生 49.4％ 

○家庭学習にしっかり

取り組んでいると答え

た保護者は 87.4％であ

った。 

保護者 

１年生 88.0％ 

２年生 86.9％ 

３年生 87.3％ 

Ｃ 

１時間以上学習に取

り組むためには、課

題の出し方等、家庭

学習に取り組みやす

く、効果を感じられ

る学習方法を示す必

要がある。 

○生徒と保護者の回

答結果に乖離がある

が、これは学習して

いるであろうという

推測による部分が多

いと考えられる。 

 

 

イ 

ＩＣＴ活用に

よる「主体的･

対話的で深い

学び」の充実 

･ICT を活用した授業に

取り組んでいる教員

100％。 

･一人一台端末の効果的

な活用に資する公開授

業等の実施。 

○ICTを活用し、授業

改善研究等に取り組ん

でいる教員の割合は

82.6％であった。 

 

 

一人一台端末の効果的

な活用に資する公開授

業を実施することがで

き、ICTを活用した授

業に取り組むことがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

○研修の成果が表れ

ていると考えるが、

目標値に届いていな

い。科目の特性もあ

るが、一人一台端末

を有効に利用するた

めの方策や各教科で

検討する必要があ

る。 

○ICTを活用した授業

も定着してきた。活

用に留まらず振り返

りやフィードバック

まで発展したい。 

○授業公開週間等、

互いに授業参観をす

る機会を設定したこ

とが一定程度奏功し

ていると考える。 

ウ 

計画的なキャ

リア啓発と個

に応じた適切

な進路指導の

推進 

･「生徒の希望や適性を生

かした進路指導、進路

相談をしている」と答

える生徒･保護者 80％

以上。 

○「生徒の希望や適 

性を生かした進路指 

導、進路相談をして 

いる」と答えた生徒 

88.1％、保護者 87.4％

であった。 

１年 

生 徒 83.9％ 

保護者 88.0％ 

２年 

生 徒 89.2％ 

保護者 86.9％ 

Ａ 

○進路ガイダンスや

各種学校行事でのポ

ートフォリオ作成に

よって進路について

考える機会を多く設

けることができた。 

○生徒、保護者とも

目標値を超えること

ができた。 

○進路目標が定まっ

ていない生徒への細

かな指導が必要であ



  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

３年 

生 徒 91.0％ 

保護者 87.3％ 

る。 

○就職内定率 100％が

達成でき、生徒のア

ンケート肯定率も

90％を超える高い値

となった。 

エ 

豊かな人間性

をもつ生徒の

育成 

･学校全体で１日あたり

の欠席 6.0 人以下、遅

刻 2.0人以下、早退 1.0

人以下。 

･「挨拶や身だしなみの指

導が明確で徹底してい

る」と答える生徒･保護

者 85％以上。 

○出欠席は欠席 6.6人

/日、遅刻 2.7人/日早

退 1.3人/日であっ

た。 

１年 

 欠 3.3人/日、遅 0.6

人/日、早 0.5人/日 

２年 

欠 2.1人/日、遅 0.4

人/日、早 0.5人/日 

３年欠 1.2人/日、遅

1.7人/日、早 0.3人/

日 

○「掛工は、挨拶や身

だしなみ指導が明確で

徹底している」と答え

た生徒が 81.9%、保護

者 88.6%だった。 

１年 

 生 徒 75.5％ 

 保護者 88.0％ 

２年 

 生 徒 88.5％ 

 保護者 88.8％ 

３年 

 生 徒 81.4％ 

 保護者 89.2％ 

Ｂ 

○欠席、遅刻、早退

いずれも若干である

が目標値に届いてい

ない。背景には、長

期欠席等があると考

える。スクールカウ

ンセラー等、外部と

の連携を強化してい

くことが求められ

る。 

○遅刻はほとんどな

く、５分前着席完了

で落ち着いた学校生

活が送れた。 

○生徒・保護者とも

肯定的意見が多く、

今後も指導を明確に

し、徹底していきた

い。 

○頭髪服装指導は職

員・生徒の協力で、

良い状態が保たれて

いるが、少し乖離も

見られるので、ルー

ルを見直す必要があ

る。 

○２学期後半から３

学期にかけて予鈴後

に昇降口を通る３年

生の姿が目立った。

また、挨拶・身だし

なみ指導についての

肯定率が生徒 81％と

目標値を下回った。 

･「学校生活が充実してい

る」と答える生徒 80％

以上。 

･「掛工へ入学してよかっ

た」と答える３年生

75％以上。 

○「学校生活が充実し 

ている」と答えた生徒 

が 83.2%、保護者 

87.8%だった。 

１年 

 生 徒 81.1％ 

 保護者 90.6％ 

２年 

 生 徒 88.1％ 

 保護者 85.0％ 

３年 

 生 徒 87.2％ 

 保護者 87.3％ 

Ａ 

○今後も授業や資格

取得、学校行事等を

通して、自己肯定感

が高まるような学校

づくりを継続してい

く。 

○掛工でしかできな

いことに、もっと積

極的に挑戦させた

い。 

○図書館が生徒にと

って心安らぐ居場所

とるよう環境整備を



  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

進めている。 

･読書週間中に２冊以上

の本を読んだ生徒 70％

以上。 

○「読書週間中に２冊 

以上の本を読んだ」と 

答えた生徒 

１学期 28.8％ 

２学期 24.4％ 

（３学期実施中） 

Ｂ 

○読書量としては目

標値を下回っている

が、推薦図書を設定

するなど質的向上が

図られた。 

○朝読書週間を年３

回実施、読書習慣の

定着を図る機会に繋

がっている。 

○県立図書館と連携

し、ICTを利用した電

子図書を活用し、成

果が上がっている。 

オ 

「ものづくり」

の魅力拡大に

寄与する教育･

広報啓発活動

の展開 

･｢ものづくり｣の魅力拡

大に寄与する教育プロ

グラム（案）の年度内提

示。 

 

○小中学生が「ものづ 

くり」の魅力を体験す 

る講座や説明会等の充 

実を図っていると答え 

た教員が 87.0％であっ 

た。 

○工業科活性化委員会 

を立ち上げ、見直し・ 

検討を行うことができ 

た。 

Ａ 

○ものづくりの裾野

を広げるためにも、

従来の方法を見直す

とともに、専任の広

報担当の設置を検討

する。 

○工業科活性化委員

会から専属の渉外広

報担当者の提言がで

きた。 

･講座や説明会等に参加

した児童生徒及び保護

者数延べ 1,000人以上。 

○中学生ものづくり講 

座 249名、出前講座 

149名、一日体験入学 

401人、掛工説明会 65 

人、専門高校合同説明 

会 117人の参加があっ 

た。 

○工業科活性化委員会 

を立ち上げ、見直し・ 

検討を行うことができ 

た。 
Ａ 

○講座開催の周知の

仕方を検討し、生徒

募集に繋がる魅力的

な内容を検討する。 

○講座等の申し込み

をＱＲコードに変更

したことで、スムー

ズな手続きになっ

た。 

○中学校への出張相 

談や学校説明、文化 

祭を含めると目標値 

は達成できた。参加 

者に対しては概ね満 

足いただけた。 

○工業科活性化委員 

会から広報、一日体 

験入学、掛工説明等 

の見直し関する提言 

ができた。 

･週あたり３日以上のホ

ームページ更新。 

○「ホームページの更 

新等や外部への情報発 

信ができていると答え 

た生徒は 83.2％、保護 

者は 91.7％であった。 

 

Ｂ 

○行事での様子など

も含め最新の情報を

掲載し広報啓発を展

開できた。 

○管理職及び広報担

当が鮮度の高い情報

を発信する。 

カ 
生徒･教職員が

安全･安心に授

･「校内に悩み事などを話

せる（相談できる）教員

○「悩みを話せる友人 

や先生がいる」と答え 
Ａ 

○相談できるという

意見も多い一方、接



  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

業や諸活動に

取り組むこと

ができる教育

環境の整備 

や仲間がいる」と答え

る生徒 75％以上 

た生徒は 84.1％、保護 

者は 90.2％であった。 

１年 

 生 徒 81.1％ 

 保護者 86.3％ 

２年 

 生 徒 83・8％ 

 保護者 88.8％ 

３年 

 生 徒 87.2％ 

 保護者 96.1％ 

点がない、中学時代

の友人に相談という

生徒もおり、相談し

やすい環境を整えて

いく必要がある。 

○保健室において、

授業に悩み事等で出

席できない生徒の対

応を毎日のように行

った。 

･「学校は感染症対策等に

配慮して教育活動を行

っている」と答える生

徒 100％。 

○「学校は感染症対策 

等に配慮して教育活動 

を行っている」と答え 

る生徒 

86.1％、保護者 

89.3％であった。 

１年 

 生 徒 84.6％ 

 保護者 88.0％ 

２年 

 生 徒 87.8％ 

 保護者 87.9％ 

３年 

 生 徒 85.9％ 

 保護者 92.9％ 

Ａ 

・自動アルコールディ

スペンサーの台数を

増やし、また、昼の放

送を使い、生徒自身が

生徒への感染予防の

呼びかけを行うこと

ができた。 

○階段、手すりの消毒

を行った他、教員が昼

休み、黙食の徹底の見

回りを行った。 

○授業中の換気やア

ルコール消毒の設置

を今後も継続してい

く。 

･「校内が整理整頓されて

いる」と答える生徒･保

護者 80％以上。 

○校内が整理整頓され 

ていると答えた生徒 

75.2％、保護者 86.5％ 

であった。 

１年 

 生 徒 76.2％ 

 保護者 86.3％ 

２年 

 生 徒 79.1％ 

 保護者 88.8％ 

３年 

 生 徒 70.5％ 

 保護者 84.3％ 

Ｂ 

○トイレの匂いにつ

いてはトラップを直

していただいたた

め、少し改善でき

た。 

○実習後の掃除、整

理整頓を徹底する。 

○資料（用紙）が増

えないようにペーパ

ーレス化を進める。 

○学校活性化プロジ

ェクトを立ち上げ、

トイレの改装等に取

組んでいる。 

･防災訓練の年３回以上

実施。 

･日常の振り返りに基づ

く安全教育の毎月実施。 

○「防災訓練にしっか

りと取り組んでいる」

と答えた生徒は 86.8％

であった。 

１年 85.3％ 

２年 88.5％ 

３年 86.5％ 

○４月（避難経路）９ 

月（地震）12月（火 

災・地震）の訓練を３ 

回実施できた。 

Ａ 

○訓練に真剣に取り

組む姿勢が感じら

れ、集合・点呼まで

速やかに行うことが

できた。 

○今年度は起震車体

験などマンネリ化し

ないような工夫がな

されており、生徒の

肯定率も高かった。 

キ 
学科･教科･分

掌を超えた業

･各学科･教科･分掌で業

務の平準化又は効率化

○各学科･教科･分掌 

が、業務の平準化又は 
Ｂ 

○学年部内の情報共

有から連携、グーグ



 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 
 
 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

務の平準化・効

率化の推進 

に向けた提案１件以上。 

･一人当たりの年間の休

暇取得時間 100 時間以

上 

効率化に繋がる改善・ 

検討をしていると答え 

た教職員が 82.6％であ 

った。 

○業務に支障がない限 

り、積極的に休暇を取 

得できる雰囲気を現出 

していると答えた教職 

員が 78.3％であった。 

○年間年休取得時間 

100時間未達成者は 

15人弱。 

ルクラスルーム活用

など、スムーズに業

務を進めることがで

きた。しかし、業務

の負担に差があるこ

とは否めない。 

○年休取得時間 100

時間については、ほ

ぼ全員が年度内に達

成の見込みである。

部活動、放課後補習

等で勤務時間超過が

課題である。休暇の

取りやすい環境を整

えていきたい。 


